


世界大戦   ルネ・マグリット《世界大戦》より
2020

　この作品の引用元はルネ・マグリットによる『世界大戦』という油彩でした。
　2020 年 8 月は、新型コロナウィルスによりほとんどの公共施設でマスクの着用が奨励さ
れた月でした。むしろ、マスクを着用していない人の方が日本では珍しいほどだったのです。
　あまりにマスクが日常風景に溶け込んでいたので、1964 年に描かれた絵すら、「マスク」
に見えてしまうのではないか…、そんな閃きをがこの作品制作のきっかけです。そして、「絵」
が窓の役割を果たすというよりも境界を隔てるカーテンや網戸に近く、さらに言えば「マ
スク」の役割を果たすのではないかということを提案しました。

The Grate War  According to ((René François Ghislain Magritte, 1964)
2020
鶴見区民文化センターサルビアホール [神奈川 ]　ビデオインスタレーション (8:27 min. loop)
Medium: clothes, fake feather  and more.

CREDIT
- Video
Play writing by KINTO Minami
installation and performanceby KINTO Minami
camera by tomotosi

INFO
ヨコハマトリエンナーレ 2020 応援プログラム　金藤みなみ個展『ザ・マスクウーメン』にて発表されました。
2020 年 8 月 3日 ( 月 ) ‒ 8 月 10 日 ( 月 )
コラボレーションアーティスト : 曽根安代
公式ウェブサイト： https://salvia-hall.jimdofree.com/photo/ サルビアホール現代美術展 - ザ - マスクウーメン /



Performance view



2021.9.27

　振り返ってみると、2009 年頃からコツコツとマスクをモチーフとした作品を作り続けてきました。コンプ

レックスをテーマとしたものもあれば、豚インフルエンザが流行した時の社会の圧力をテーマとしたものもあ

ります。「マスクをしなければならない」という社会の圧力とマスクの値上がり、そして無造作に打ち捨てられ

たマスクに関して言えば、2009 年頃も 2020 年のコロナウイルス蔓延の世情と規模は違えど似た空気をまとっ

ていたと思います。

マスクというのは本当にとても面白く豊かです。マスクというモチーフそのものに教わることも多々ありま

した。マスクは、隠したり塞いだりする機能以上に、ざわりざわりとした感触やけばだち、そして耳からほほ

までのこそばゆさなど、素材としての情報がとても多いモチーフなのです。その情報は、コンプレックスを言

葉にするよりもよほど豊かで、顔のイメージを省略させているのに、人間が本人の顔のアイデンティティーと

してどこまでを許容し、どこまでを許容できないのかをクリアーに語ります。その一方で、やはりマスクを前

にすると、どのような過去のエピソードが、どのような美意識が人を突き動かしているのか探りたくなります。

後ろ暗い部分かもしれないけれど、顔はアイデンティティー形成に外せないものだとすれば、どのような意識

が自己イメージに影響しているのかは、言葉でも知る必要があります。そして、何も無い状態ではなく、マス

クを手掛かりに、人は自らのイメージについて小さく語り始めてくれるように思いました。そして、近距離的

にはその美意識と自己イメージとの差異に苦しみ、長距離的には美意識と自己イメージの移り変わりに驚くの

です。人は、刻一刻と変わり、時には豹変し、自身の確固たる美意識すら半年もすれば少しずつ変わり、自己

イメージも加齢や手入れや環境によって揺さぶられるのです。

　素材に関して言えば、いわゆる市販の不綿布マスクも魅力的ですが、いっそ鏡とワイヤーでマスクを作って

みたり、抜け落ちゆく羽でマスクを作ってみることもありました。どのような素材でも、人間の顔に貼られ、

かつ、耳にひっかかりがあれば、マスクのように見えます。人の顔から剥がした状態でも、耳にひっかける部

分がわかりやすければ、マスクだとわかってもらえます。マスクは蝶のようにも見えました。ビニール袋に個

別包装されず、箱の中に収まることもなく、人の顔にもかぶさらないマスク。役割をまっとうし、道端に捨て

られたマスク。それはショッキングな状態であるように私にはかつて見えていましたけれども、そんな考えは

傲慢で、よくよく考えてみればそのような落とし物たちは、何物のためでもないマスクとして、「ただのマス

ク」として、自立した美しい状態なのかもしれません。

マスクとは一体どういう存在なのか？と、興味は尽きませんでした。



セルフィーとマスク

「セルフィーとマスク」は金藤みなみさんにとって、2009 年の大学在学時から関心のあるテーマでした。セル

フィー（selfie：自撮り）を撮るとき、その人は自分の顔と対峙します。時に自分の顔の嫌いな部分が見えな

いよう角度に気をつけたり、時にアプリで加工したり……。セルフィーが自意識やコンプレックスを映す鏡だ

としたら、その人がマスクをしていることにどんな意味を見出せるでしょうか。（ギャラリースタッフ＝文）

Mask #014 

紙にプリント

594×420 (mm)

2016 年



　2015 年の夏、インハウスデザイナーとして企業サイトのデザインを毎日作っていた頃、お休みをもらって

自分でアーテイスト・イン・レジデンスにチャレンジしていた。アメリカの NY 州オレンジバーグにある私設

学校が運営するアートスペースで同じ時期にやってきた各国のアーティストの仲間たちにインタビューをして
回りました。インタビュー内容は、「自分の顔について」。美しいところと変えたいと思うところ。その価値観

はどこからきたのか。たわいも無いお喋りを重ねる事で。ふと外見へのコンプレックスがどのような社会的な

基準から造られたのかが見えて来ます。後日、そのコンプレックスを隠すためのマスクを作リ、インタビュ

イーに着用して貰うことで、「公的に造られたコンプレックスを私的に打破する」着地を迎えています。

その壮大なプロジェクトは



2020.8.1

 “それにしても、絵画はひとつの窓である、などと、いったい誰がいい出したことなのか。
絵画が正確にいえば窓ではなく、窓掛けであり、窓をふさぐ一枚のカーテンという布であ
ることは分かりきっているではないか。” 。――東野芳明『ロビンソン婦人と現代美術』 
p.236  “クロード・ヴィアラ - ロビンソンのテントは畳まれたまま” より。  

　2020 年 5 月 12 日、富山県美術館にて、コレクション展Ⅳ期 テーマ展示 「美術評論家 東野芳明と戦後美術

への旅」にて、クロード・ヴィアラ作「無題」(1983 年制作、東野芳明旧蔵品 ) を見た私は、「絵画はカーテン

という布である」以上に、「絵画はマスクかもしれない」、と考え始めました。

　絵画がマスクの機能も持っていると仮定すると、マスクをつけているように見える絵画が、さらにマスクそ

のものであるということを強調、あるいはさらに本来の姿に近づける（つまりは、「マスク」に近づける）に

はどうしたらいいのでしょうか。ミクロに見れば布には穴があり、風を通すから、「世界大戦」というこの作
品は引用元こそ油彩ですが、もっと通気性の良い状態を保ったほうがよさそうです。私は、GOLDEN のアク

リル絵の具を水に溶かして着彩しました。布はやわらかく、通気性も良いものを選んだということは言うまで

もありません。

布が風や光を通すことにフォーカスを当てたのは、梅津庸一キュレーション展 「フル・フロンタル 裸のサーキュ

レイター」(※1) という展示の PART1 瘴気とフィルター (※2) に影響を受けていると思う。( 記載については

先方に DM・承諾済 )



舞台とマスク

シェイクスピアの戯曲や日本の古典『御伽草子』の挿話など、古今東西に存在するフィクションを手掛かりに

しながら、舞台においてマスクが果たしてきた役割を考えます。（ギャラリースタッフ＝文）

金藤みなみのじゃじゃ馬ならし表紙

Fabric on cloth 530×395×25 (mm), 2019 年

Exhibition view

2019 年 , Garo-Atochi



金藤みなみのじゃじゃ馬ならし（一部）

Installation

（material:single channel video6:, 11min. loop）

2019 年

（シェイクスピアの）じゃじゃ馬ならしは劇中劇の構成をとる演劇ですが、劇中劇の外側の話に戻らずに話が

終わります。まるで、現実から夢に移行し、夢から現実に戻らずに閉幕してしまったような構成です。私は、

劇中劇のカテリーナが、男性が眼差す夢であるだけではなく、あらゆる性の眼差しの先にある夢にもなってい

たのではないかと再解釈しました。視覚に自覚的になることで、視覚によって一方的に構築されてきた支配関

係を「鬼ごっこ」のように、役割の交換可能性のあるものに組み換えました。

冒頭、顔を隠した人の顔を布越しに手で探るように確かめるシーンがあります。ある人 ( おそらく妹のビアン

カ ) がポエティックに「ねえ、お姉様、可愛いって気持ちは何かしら」と可愛さについて問いかける字幕が流

れ、可愛さの定義が進むうちに、顔を隠した登場人物たちが、布をとりあって追いかけあう鬼ごっこへと発展

します。散乱した布を片付け、その布を結んでやる者がいるなかでも、前は見えないまま、森の中へと皆で歩

いていき、エンドロールが流れ映像は終わります。

不均衡な状況を、布で包むことによって ( しいては皆で不都合をつかみとることによって ) より根元的な欲望

やエロスに従事させることは、私にとって、アイロニーを含みつつも、真に公平で美しくロマンチックに感じ

るものなのかもしれません。



Exhibition view

マスクのための習作

紙に鉛筆、水彩

170×160（mm)

2011 年



金藤みなみのじゃじゃ馬ならし表紙

Fabric on cloth 530×395×25 (mm)

2019 年

オーガニスタス・エッグ《じゃじゃ馬ならし》より

Thread and beads on laser-printed copy paper on 

fabric 156×116×25 (mm)

2018 年



Exhibition view

おじさんになる私

紙にプリント

284×208（mm)

2011 年







Performance view



マグリット《世界大戦》とマスク

教科書に載るような誰もが知っている作品でさえ、今見ると、制作された当時とは違った見方・解釈・意味が

生じることはよくあります。これは、制作時から現在に至る文脈から見れば確かに誤読ですが、作品の新たな

価値を見出すためにあえてするポジティブな誤読とも言えるでしょう。（ギャラリースタッフ＝文）

世界大戦　ルネ・マグリット《世界大戦》より

パフォーマンスを含むインスタレーション

（material：　布にアクリル着彩、ファブリック　1400×1700(mm)

シングルチャンネルビデオ　8:27 min. loop

パフォーマンス）

2020 年



人と時代

伝統芸能などにおいて、演者は仮面（マスク）をつけながら役割を演じることがあります。日常生活を営む私

たちも、もしかしたら、家を出た瞬間、ほんとうの私を隠して何かしら仮面を着けているのかもしれません。

同じように、演じることとその人の装いには、深い関係があります。それは広い意味でマスク（装うこと・覆

い隠すこと）と呼ぶこともできるでしょう。

いま、マスクは人々の生活にとってなくてはならないものですが、それとは少し違った観点から、人々の生活

にとってなくてはならないマスクについて考えます。（ギャラリースタッフ＝文）

The crying women( 和訳 : 泣女 )

シングルチャンネルビデオ　4:50min. loop  2018 年



Exhibition view

婦人福のカビマスク

Fabric on cloth 

240×144×25（mm)

2009 年



「ザ・マスクウーメン」

・発行日　2021 年 10 月

・発行者　金藤　みなみ（きんとう　みなみ）

・印刷　家庭用コピー機などによる

・連絡先　info@kintominami.com



Exhibition view

Keep my name after marriage( 和訳 : 結婚後も名前を残す )

シングルチャンネルビデオ　4:40min. loop.

2018 年


